
水
の
王
国
、

富
山
県

富
山
県
は

「水
の
王
匡
」。
円
本
の
屋
根
、

海
抜
三

0
0
0メ
ー
ト
ル
級
の
北
ア
ル
プ
ス

に
積
も
る
雪
は
、
天
然
の
巨
大
な
白
い
ダ
ム

せ
い
れ
つ

と
な
り
、

一
年
を
通
じ
て
豊
か
で
清
測
な
水

を
平
野
に
も
た
ら
し
ま
す
。

富
山
の
水
の
特
徴
は
、
水
量
が
豊
富
な
だ

け
で
な
く
、
適
度
に
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
み
、
良

質
で
淡
泊
な
昧
で
あ
る
こ
と
。
環
境
庁
が
選

定
し
た

「日
本
の
名
水
百
選
」
に
は
、
全
国

最
多
の
四
箇
所
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

4なんたん

穴の谷の.水 肯
{上市町}

たてやaたaどの ・うすい

立山玉廠の湯水 禽
{立山町}

-富山県内の「日本の名水百選」

うのわ"しaうず

*瓜裂清水
{庄川町)

r 

特集水がつくった富山の歴史

水
が
も
た

5
す
自
然
災
害

し
か
し
、
水
が
も
た
ら
す
の
は
恵
み
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
ろ
き
ゅ
う
そ
う

江
戸
時
代
の
著
名
な
学
者
、
室
鳩
巣
が

え
っ
ち
ゅ
う
ひ
ゃ
く
り
さ
ん
が
そ
う

「越
中
百
里
山
河
壮
な
り
」
と
称
し
た
よ
う

に
、
富
山
県
に
は
東
西
九
十
キ
ロ
あ
ま
り
の

県
土
に
、
黒
部
川
、
片
員
川
、
早
月
川
、
常

願
寺
川
、
神
通
川
、
庄
川
、
小
矢
部
川
の
七

大
河
川
を
は
じ
め
数
多
く
の
河
川
が
流
れ
て

き
?
っ
し
ゅ
ん

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
急
峻
な
山
岳

地
帯
を
流
れ
く
だ
っ
て
短
い
距
離
で
海
へ
注

ぐ
こ
と
か
ら
我
が
国
有
数
の
急
流
河
川
と
な

っ
て
お
り
、
古
来
、
毎
年
の
よ
う
に
洪
水
を

繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
常
願
寺
川
は
、
安
政
五
年
(
一

お
お
と
ん
び
や
ま

八
五
八
年
)
の
大
地
震
で
源
流
域
の
大
鳶
山
、

こ
と
ん
び
や
ま

小
鳶
山
が
崩
壊
、
立
山
カ
ル
デ
ラ
内
に
流
入

し
た
大
量
の
土
砂
が
土
石
流
と
な
っ
て
富
山

平
野
を
襲
い
、
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

富
山
県
の
歴
史
は
、
水
と
の
闘
い
の
歴
史

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の

1

3
一茸

峰
々
に
降
り
積
も
っ
た
雪
が
、
夏
で
も
豊

一信
二一ー
か
で
冷
た
い
水
を
供
給
し
て
く
れ
る
。

そ
の

2

三
本

本
州
第
一
位
の
植
生
自
然
度
を
誇
る
森
林

羽
ホ

が
、
水
を
貯
え
、
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
。

そ
の

3

『

l
日
本
一
の
急
流
河
川
が
岩
を
噛
ん
で
流
れ

I
Y
て
酸
素
を
取
り
込
み
、
清
浄
な
水
を
運
ん

で
く
れ
る
。

そ
の

4

h
巳

平
野
を
形
成
す
る
扇
状
地
の
砂
醗
層
は

ιよ
透
水
性
や
ろ
過
作
用
に
優
れ
た
花
こ
う

岩
質
を
多
く
含
み
、
適
度
に
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん

だ
良
質
な
水
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
。

東京ディズニーランドで販売されて
いる宮山産のミネラルウォーター

富
山
の
水
は
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
も

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
航
空
の
グ

ル
ー
プ
会
社

「日
航
商
事
(株
)」
が
、
入
善
町
で
採

取
さ
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
商
品
化
し
た

も
の
で
、
昨
年
四
月
の
発
売
以
来
、
四
十
万
本
以

上
の
売
上
げ
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
富
山
の
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
が
全
国
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
販
売
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

美
味
し
い
水
の
産
地
と
し
て
の
富
山
県
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
着
実
に
広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

4・県広報と刊手 1999.6



特集水がつくった富山の歴史

富
山
県
は

水
と
の
闘
い
か
う
生
ま
れ
た

丘
月
九
日
は
「
富
山
県
設
置
の
日
」
。
明
治

十
六
年
(
一
八
八
三
年
)
の
こ
の
日
、
富
山

県
は
石
川
県
か
ら
分
県
独
立
し
ま
し
た
。
こ

の
富
山
県
誕
生
の
か
げ
に
は
、
水
と
の
闘
い

が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

明
治
四
年
(
一
八
七

一
年
)
の
廃
藩
置
県
に

よ
り
全
国
に
三
府
三

O
二
県
が
設
置
さ
れ
ま

す
が
、
こ
の
時
に
設
置
さ
れ
た
「
富
山
県
」

は
、
旧
富
山
藩
領
(
新
川
郡
の

一
部
と
婦
負

郡
)
だ
け
を
区
域
と
す
る
小
さ
な
・
も
の
で
し

た
そ
の
後
「
富
山
県
」
は

「新
川
県
」
と
改

称
さ
れ
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
年
)
に
は

現
在
の
富
山
県
と
同
じ
区
域
を
管
轄
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
が
、
明
治
九
年
(
一
八
七
六

年
)
、
政
府
は
全
国
を
三
府
三
五
県
に
集
約

す
る
大
併
合
存
美
施
、
新
川
県
は
川
県
に

併
合
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

富山県成立までの変遷

こ
の
よ
う
な
河
川
改
修
は
、
他
の
河
川
で

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
富
山
市
の
市
街
地
付
近

で
大
き
く
曲
流
し
て
い
た
神
通
川
の
シ
ョ
ー

ト
カ

ッ
ト
(
現
在
の
松
川
は
、
旧
神
通
川
の

曲
流
の
名
残
)
、
庄
川
と
小
矢
部
川
の
分
離

な
ど
、
現
在
の
富
山
県
の
河
川
の
流
れ
は
こ

の
時
代
に
形
づ
く
ら
れ
た
と
い
え
ま
す
。
ま

た
、
農
業
用
本
の
合
口
化
は
、
黒
部
川
、
神

通
川
、
庄
川
な
ど
で
も
実
施
さ
れ
、
水
害
防

止
だ
け
で
な
く
、
農
業
用
水
の
取
水
の
安
定

化
に
も
役
立
ち
ま
し
た
。

し
か
し
、
治
水
事
業
に
要
す
る
費
用
は
県

の
財
政
に
重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。
明
治
時

代
、
富
山
県
の
歳
出
全
体
に
占
め
る
河
川
費

の
割
合
は
平
均
で
四
十
五
%
。
洪
水
が
頻
発

し
た
明
治
二
十
四
年
に
は
、
八
十
二
%
に
も

達
し
ま
し
た
。
県
と
同
様
に
県
民
の
生
活
も

苦
し
く
、
多
く
の
人
々
が
新
天
地
を
求
め
て

北
海
道
に
移
住
し
て
い
き
ま
し
た
。

-富山県の歳出決算額に占める河川費の割合

82.2% 
_ J 竃 ーー _?8._9~

60%-lーーー・ーーー吋

20% 

。明明明明明明明朗明明明明明明明大大大大大大
治治治治治治治治治治治治治治治正正正正正正
16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 2 4 6 8 10 12 
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

100% 

80% 

40% 

し
か
し
、
併
合
後
の
石
川
県
会
(
現
在
の

県
議
会
に
相
当
)
で
は
、
多
大
な
費
用
を
必

要
と
す
る
治
水
事
業
を
め
ぐ
っ
て
、
越
中
選

出
の
議
員
と
加
賀

・
能
登
選
出
の
議
員
と
が

鋭
く
対
立
し
ま
し
た
。
住
民
の
生
命
を
守
る

た
め
の
治
水
工
事
優
先
存
柔
め
る
越
中
側
に

対
し
、
加
賀

・
能
登
側
は
道
路
建
設
存
求
め

た
の
で
す
。

明
治
十
四
年
(
一
八
八

一
年
)
、
政
府
の

緊
縮
政
策
に
よ
っ
て
治
水
事
業
に
対
す
る
国

か
ら
の
補
助
金
が
廃
止
さ
れ
る
と
対
立
は
頂

点
に
達
し
、
つ
い
に
は
県
会
の
解
散
に
至
り

ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
越
中
匡
内
に
は
分
県
独
立

を
求
め
る
声
が
急
速
に
高
ま
り
ま
し
た
。
入

よ

ね

ざ

わ

も

ん

ざ

ぶ

ろ

う

い

り

え

な

お

と

も

善
の
米
沢
紋
三
郎
と
富
山
の
入
江
直
友
ら
は

だ
じ
よ
う
か
ん

分
県
の
建
白
書
存
γ

太
政
官
に
提
出
。
政
府
高

官
と
面
談
し
、
分
県
を
直
接
訴
え
ま
し
た
。

米
沢
ら
の
は
た
ら
き
に
よ
り
、
明
治
十
六
年

(
一
八
八
三
年
)
五
月
九
日
、
太
政
官
は
富

山
県
を
石
川
県
か
ら
分
離
す
る
布
告
存
会
布
。

ご
こ
に
、
現
在
に
至
る
富
山
県
が
誕
生
し
た

の
で
す
。

明治9年4月18日

石川県に併合される

米議l
沢会 i
紋【 'へl

郎
(
1
8

十
七
仏

入
膳
村
(
現
入
善
町
)
の
豪
農
の
家
に

生
ま
れ
る
。
明
治
十
四
年
に
石
川
県
会
議

員
に
当
選
。
分
県
運
動
の
高
ま
り
の
中
で

分
県
建
白
の
委
員
長
に
選
ば
れ
て
建
白
書

を
起
草
。
劃
委
員
長
の
刈
D
酪
討
ね
ら
と
と

い
わ
く
ら
と
も
み

も
に
上
京
し
、
右
大
臣
岩
倉
具
視
、
参
議

や

ま

が

た

あ

り

と

も

や

ま

だ

あ

き

よ

し

山
県
有
朋
、
内
務
卿
山
田
顕
義
5
に
直
接

分
県
を
訴
え
た
。

富
山
県
の
設
置
後
、
最
初
の
県
会
議
員
に

当
選
し
議
長
を
二
回
務
め
た
ほ
か
、
衆
議

院
議
員
に
も
選
ば
れ
た
。

分県瞭情のため上京した米沢絞三郎 (中)

明治 16年5月9日富山県設置

水
と
の
闘
い
は
続
い
た

新
た
に
誕
生
し
た
富
山
県
は
、
オ
ラ
ン
ダ

人
技
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・レ
!
ケ
な
ど
の
指
導

を
得
な
が
ら
県
内
主
要
河
川
の
治
水
事
業
に

と
り
か
か
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
有
名
な
の
が
常
願
寺
川
の
治
水

事
業
で
、
こ
の
工
事
で
は
、
「
放
水
路
の
開
削

と
分
流
」
「
農
業
用
水
の
合
口
化
」
「
霞
堤
の

築
造
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
・
レ
l
ケ
の

工
法
」
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

人
々
は
、

災
い
を
福
に
転
じ
た

や
が
て
人
々
は
、
水
を
治
め
る
だ
け
で
な

く
、
電
力
資
源
と
し
て
富
山
県
の
発
展
の
た

め
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
前
の
明
治
三
十
二

年

(
一
八
九
九
年
)
、
富
山
電
燈
会
社
が
農

業
用
水
を
利
用
し
た
水
力
発
電
所
を
建
設
、

北
陸
で
は
じ
め
て
の
電
力
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
家
庭
電
灯
用
の
発
電
で
し
た

が
、
同
社
は
そ
の
後
神
通
川
上
流
の
庵
谷
に

産
業
電
力
用
の
発
電
所
を
建
設
、
電
力
の
供

給
先
と
し
て
工
場
を
誘
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
正
九
年
(
一
九
二
O
年
)
か
ら

は
県
営
の
発
電
事
業
も
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
県
が
常
願
寺
川
水
系
で
治
水
事
業
を

行
う
か
た
わ
ら
水
力
発
電
所
を
建
設
し
て
工

業
地
帯
に
電
力
を
提
供
し
、
そ
の
収
益
で
治

水
事
業
の
重
圧
に
あ
え
ぐ
県
財
政
を
ゴ
て
直

そ
う
と
い
う
も
の
。
「治
水
」
「
産
業
振
興
」

「財
政
再
建
」
に
役
立
つ

一
石
三
鳥
の
ア
イ

デ
ア
で
し
た
。

安
く
て
豊
富
な
電
力
存
}
求
め
て
、
伏
木
港

周
辺
の
工
業
地
帯
に
は
多
く
の
工
場
が
進
出

し
、
大
正
時
代
の
半
ば
ま
で
に
は
臨
海
工
業

地
帯
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
昭
和
に
入
っ

て
か
ら
は
神
通
川
河
口
の
富
山
港
周
辺
へ
の

工
場
立
地
も
進
み
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
電
力
は
富
山
県
の
工
業
化
の

牽
引
力
と
な
り
、
昭
和
十
七
年
(
一
九
四
二

年
)
に
は
、
工
業
生
産
額
全
国
九
位
と
な
る

な
ど
、
日
本
海
側
有
数
の
工
業
県
へ
と
発
展

し
て
い
っ
た
の
で
す
。

県広報と世ま 1999.6・ 5

放
水
路
の
開
削
と
分
流

河
口
付
近
に
新
し
い
放
水
路
を
開
削
し
て
流
れ
を

し
ら
い
わ
が
わ

直
線
化
す
る
と
と
も
に
白
岩
川
と
分
離
し
、
水
の

流
れ
を
よ
く
し
て
洪
本
の
被
害
を
軽
減
し
ま
し
た
。

点線部州日)11道

農
業
用
水
の
合
口
化

全
部
で
十
二
あ
っ
た
常
願
寺
川
左
岸
の
農
業
用
水

の
取
水
口
を

一
つ
に
ま
と
め
、
堤
防
を
強
化
し
ま

じ
よ
う
さ
い
ご
う
く
ホ
ピ
雪
4
'
い

し
た
。
こ
う
し
て
完
成
し
た
常
丙
合
口
用
水
は
、現

在
で
は
富
山
市
の
水
道
水
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

合口前霞
堤
の
築
造

堤
防
存
蓮
統
さ
せ
ず
に
水
の
流
れ
と
逆
方
向
の
開
口

部
を
設
け
、
洪
本
の
際
は
、
流
れ
の

一
部
を
遊
水

さ
せ
て
水
圧
を
や
わ
ら
げ
ま
し
た
。

下流

い
ま
私
た
ち
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

ご
く
当
た
り
前
に
水
の
恵
み
を
受
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
そ
の
陰
に
は
、
暴
れ
狂
う
水
を

治
め
、
利
用
し
、
災
い
を
福
に
転
じ
た
先
人

達
の
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
水
に
親
し
む
機
会
の
多
い
シ

ー
ズ
ン
、
富
山
県
の
歴
史
を
切
り
開
い
て
き

た
先
人
達
の
英
知
に
思
い
を
は
せ
て
み
る
の

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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9/ 9 (木)富山地区発

10/14 (木) 11 

10/28 (木)高岡地区発
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